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ボランティアの派遣人数はハンガリーは7名、ポーランドは6名、ブルガリアは7名、ルーマニアは6名となっている。各ボ
ランティアは大学、高校、対日友好団体等に配属され、そこで授業等を実施している。21年度の各配属先における日
本語学習者数を合計すると、ハンガリーでは324名、ポーランドでは560名、ブルガリアでは669名、ルーマニアでは764
名となっており、4か国合計で2,317名となる（平成21年11月現在）。また、各国での文化イベントの実施回数は、平成
21年度末までの時点で、ハンガリーは31回、ポーランドは41回、ブルガリアは30回、ルーマニアは49回となっている。

執行額

予算額(当初） － 174 166

174予算額(補正後） －

123

上記中・東欧4か国にボランティアを派遣し、大学、高校等の教育機関、対日友好団体等に配属。ボランティアはそこ
で日本語教育や、生け花、武道、またポップカルチャーなど日本文化についての授業を実施している他、現地の各種
団体からの要請に応じて文化イベントを実施している。

正しい対日理解及び親日感情の増進を図るため、中・東欧4か国のハンガリー、ポーランド、ブルガリア及びルーマニ
アにおける日本語教育及び文化事業を草の根レベルで実施する。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

166

執行率

22年度 23年度要求

本件事業を委託している社団法人青年海外協力協会（JOCA）からは四半期毎に請求書類を提出せしめている。全て
の請求項目に証憑の写しの添付を義務付けており、精算払いを行っている。

事業番号 16

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
平成２０年度日本文化発信プログラム
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・本件プログラムは、平成１９年６月、海外交流審議会（外務大臣の諮問機関）による「日本の発信力強化のための５つの提言」
の中で「日本文化ボランティア制度の新設」が提言されたのを受けて創設されたもので、平成20年度パイロット事業として開始さ
れた。現在派遣されているボランティアは平成２３年１月に２年の任期を終えて帰国する予定。
・本件事業は、ボランティアが平成21年1月から平成23年1月の2年間派遣され、3年度にまたがる事業である。委託業者は平成
20年度の契約時点において、右派遣期間を前提とした事業を受託しており、ボランティアの帰国まで責任をもって監督する必要
がある。これまで、ボランティアは委託業者との信頼関係の上に活動を実施しており、その一方の当事者が変更されるとなるとボ
ランティアに無用の不安や大きな動揺を引き起こしかねない。これらの点を考慮し、平成21年度において前年度の委託業者と競
争性のない随意契約を行っている。

平成20年度、21年度の執行状況を踏まえ、平成22年度契約においては経費削減に努めた。仮に第2期ボランティアの
派遣を実施する場合には、平成22年度の執行状況も踏まえ更に経費削減に努めることとし、新たな委託業者の選定
に当たっては20年度と同様、企画競争を行う。

担当部局

海外広報及び文化交流に必要な経費

145

費用総額(執行ベース) － 123 124

70.8

担当課室 総合計画課

上位政策

課長　林　禎二広報文化交流部

一般会計

関係する計
画、通知等

外務省設置法第４条
外務省組織令第３条及び第２６条

－

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

案件概要
（5行程度以
内。別添可）



注：20年度企画競争実施

ボランティアの監督、資金管理

資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

外務省

１２４百万円
草の根レベルでの
対日理解促進

【競争性のない随意契約】

A.(社)青年海外協力協会

１２４百万円



計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 124 計 0

消費税 消費税 2.1

業務費 現地業務費 6.8

保険料
海外保険、海外労災、健康診断
等

9.4

管理費 管理費 11.1

海外手当・住居手当 78.7

バックアップ 事務局における経費（人件費、事務用品等） 15.8

費目・使途
（「資金の流

れ」においてブ
ロックごとに最
大の金額が支
出されている者
について記載
する。使途と費
目の双方で実
情が分かるよう

に記載）

A.　（社）青年海外協力協会 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

手当




